
議
わたくしたちは、私生民)11と手鎚沼!こJがこまれお然と歴史lこは

ごく怒れた訟孫子の市民です。
わたくレた"51;:1:、国E罷穀iJ文化銭形司王めざす市民ととしての絞

りをもさ玉、明日への綴いをこめて、ここに市主主憲章章者霊祭めます。
水と車通〈ニニヒのにおいがいっぱいの Ëみよいòöi.f~こにレます

さをe笠宮とif:!tき {串uゆくあびこにします
予ともの夢毛主罪事て 撃せなあぴこにします
);(1むな高軍事告 皇室かなあぴこにじます
さ絞りを守り 明るいあとFごにし語去す

膏祭鯨
尺凱民市

広
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窃肉』
地をお持ちの皆さんへ

近
年
ほ
お
ば
一
る
地
留
の
高

騰
に
伴
い
、
生
宅
宅
地
供
給

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
ガ
、

市
部
化
区
域
内
巴
薮
在
ず
る

農
地
に
つ
い
て
も
よ
む
計
間

的
な
能
弔
慰

M

諮
供
結
を
罷
瀧

す
る
と
の
観
点
か
ら
、
そ
の

積
捜
倍
怠
活
用
ガ
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
詑
、
一
方
で

は
、
貴
重
な
籍
地
・
オ
ー
ブ
ン

ス
ベ

i
ス
と
し
て
の
議
能
性

か
ら
譲
り
少
忽
い
畿
地
を
計

菌
的
に
銀
全
す
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

芝
謀
本
的
な
替
え
方
か
ら
、

仲
応
援
畿
地
揺
度
ガ
阪
ま
さ
れ
、

平
成

4
年
か
ら
勺
宅
地
乞
す

る
線
路
L

と
寸
探
合
一
す
る
農

地
」
と
お
芭
分
〈
下
関
参
照
)

を
持
う
こ
と
巳
な
り
ま
し
た
。

れ
口
鶴
市
針
盤
諜
H

投
票
日
は
日
月
げ
日
(
日
)

器
開
満
了
に
伴
う
市
機
愈
瞬
間
同
選
挙
は
、
竹
丹
げ
臼

(
臼
)
を
投
頼
回
と
す
る
こ
と
は
決
ま
ゆ
設
し
把
。
一
泊
競
合

職
蝿
瀧
挙
立
立
候
様
を
予
思
し
て
い
る
万
は
、
一
以
犠
捕
事

建
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
ご
出
席
く
怒
さ
い
。

H
H
灘
事
管
理
琵
員
会
岱
〈
部
〉
nBEESTT1内
線

3
4
6け
は

立
候
補
予
定
者
説
明
会

軍属
叩
月
4
日
(
金
〉
午
後
1
時
日
分

指
民
会
館
大
会
議
官
一

V市街化区域内農地の都市計富上のイ立置づけ立

競

補

予

定

者

説

明

会

を

開

催

市
織
会
議
長
一
般
選
挙
は
、
昭

和
げ
初
年
の
市
刻
一
喝
行
後
6
密
問
。

灘
梯
噂
さ
れ
る
議
員
定
数
は
詑
名
で

す。
今
閣
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
方
は
、
次
め
と
お
り
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
ご
出
席
く

だ
芯
い
。

V
日
時

特
油
分

V
場
所

訪
問
月

4
5
(金
)
午
後
1

市
民
会
館
大
会
議
室

生

産
制

度
市
街
化
器
域
内
燥
地
の
決
議
生

成
鴻
動
に
裏
付
け
ら
れ
た
は
側
地
機

能
に
裁
回
し
て
、
謀
議
と
制
的
和
し

た
都
市
部
境
の
保
全
等
は
役
立
つ

染
地
を
長
期
的
に
川
開
会
し
、
良
好

な
都
市
域
境
の
形
成
(
下
罰
参
照
)

を
怒
る
都
市
計
倒
的
制
成
で
す
。

生
産
緑
地
地
区
に

指

定

感

れ

る

と

山
市
樹
佑
区
域
で
牒
議
が
長
期
的

に
継
続
で
き
ま
す
。

ω泌
総
の
み
と
し
て
管
税
ず
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
民
地
以
外

の
科
摘
が
で
き
ま
せ
ん

小
出
生
産
緑
地
に
帰
結
さ
れ
て
か
ら

お
年
統
治
、
ま
た
は
、
王
た
る
出
蝶

従
業
者
の
死
亡
等
の
場
合
山
川
、
市

縁と

るく霊童我
誠
子
市
鳴
る
い
選
挙
推
地

協
議
会
で
は
、
市
職
会
議
員
立

慌
犠
予
定
者
に
、
我
孫
子
治
を

汚
さ
な
い
明
る
く
祭
れ
い
な
選

挙
を
行
う
ぷ
品
意
文
」
の
続
出
念

お
綴
い
す
る
こ
ど
に
な
り
ま
し

た

正
吉

はま垂

昨
町
村
低
に
対
し
、
生
産
緑
地
合
時

側
で
w
H
い
取
る
よ
う
取
し
出
る
こ

小
川
川
定
資
産
税
、
抑
制
続
税
等
の
税

総
上
の
川
閣
議
制
躍
が
受
け
ら
れ
ま

V金蔵縁地地震のさ念体の仕組み

←..J土地所有者等得意i

〈市町村)

i公務会等都市 l
j計部地方審議会

原案の作成

一明るい選挙推進協議会一

の
内
容
は
、

項
目
で
す
。

川
山
税
純
子
市
を
汚
さ
な
い

く
き
れ
い
な
選
準
念
行
い
ま
す

ω支
持
者
説
び
に
選
挙
運
動
只

と
ち
ど
も
選
挙
ル

i
ル
を
ん
す
っ

て
正
し
い
逃
挙
漆
磁
を
行
い
ま

すmw
選
棋
連
動
熔
ポ
ス
タ
!
辻
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
以
外
に
は
、

刊
控
訴
い
た
し
ま
せ
ん

山
州
地
問
一
…
小
門
口
前
に
貼
付
し
た
政
治

活
動
用
ポ
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
場

合
は
、
た
だ
ち
に
撤
去
い
た
し

ま
す
。市

民
の
地
聞
き
ん
も
美
し
い
街

グ
我
孫
子
市
e

の
た
め
に
明
る

く
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願

し
た

キす前

叫局、
s
'
M
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f冨格の協議(成立しない場合

l にはJ収用委箆会への裁決王将:

あっせん不調の場

合には行為事!畿の

解詮{票数号車出か

己主~ié)

農地等として

の生産縁地の

;管理

法律の話的に従った

:選切な管理(公盟、縁

地等として整鏑)滋続!

1・500m'以上の一回

の JlミJ:ili等の j;(城

(他の人の j災3お

と111'せておOm'以
上でも11]")

・公務等の防Jlニ、決

議と裁和した都

ilHl長続の保

の効郎、公共総言文

之亨の沼地iこ透

• JIJ排水芸事の'il¥i!U主;
続可能条約2

4 

市

密

化

区

域

内

農

地

の

税

制

改

正

一平成
4
年
か
ら
、
わ
ぬ
お
む
ね
市

際
化
院
域
内
誕
地
の
貌
抑
制
{
下
臨

参
照
)
が
改
正
怒
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
農
地
で

5
0
0

一
千
万
メ

i
ト
ル
以
上
と
な
る
隣

地
所
有
者
め
方
に
は
、
説
明
会
縮

機
等
の
お
知
ら
せ
は
追
っ
て
ご

連
絡
い
た
し
涼
す
。

※
殺
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
街
佑
区
域
内

に
牒
総
会
所
有
し
て
い
る
方
心

は
送
付
し
ま
す
の
ぞ
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

v
m制
い
合
わ
せ
都
市
計
部
謀

計
画
保
僻
〈
M
W
)

工
1
1
1
内
線

w
h
M
ウ
4
押

4

。鑑定資麗税についての取扱い

特Arn衡化一一ゅ延期会淡継続決法…一一正むよt主波と一般淡t創立との絞れ

区域内差是池 ; 緩め五誌を民を数以後予
市街化区 l 

域内淡141i支持品目刊
行:;

:ーそのイ患の差益法一一一……ー……一一一-…放五主総17)税負担

王立

A外災地……一芸1St畠:.J立の税負担

山 川・ 5主ils総土也の指定…ヲ
改 Ir官後11乙区 一保全する幾.tt主…一一般t基地の緩まえ緩

....~ '--._~) 、…W，~必広域へ編入…・

i":'r :域内差益地 j 

ヱE い*浴i患イ乙する終fd!-同劇脚鱒働・一一命…・ー---倫棚網傾向宅地主立の税iH且
後| ※宅地イちする袋織について計約i的な宅地化や従兵な:lt1粒名然ぬが千山

; れた場合iこは副主主官官級税苓の火事長な経滅除Iilがふります

む欄続税についての取級い

| 門防法互主意義ぬの指定…~ 納税約予・免除{出l皮{終身分
I '.n_.. _ ，…保全する浜法--1

.iE I r若様化lR 日 _.w司書在lR!袋へ綴入…-， 1後)の適忠告{，~をけられますの | 

後!域内益基地 :…必;主犯する長益法一…"納税3話予・免除泊目j絞め巡燃が告をけられません。 i

警;溺鋳f泌総内腿ル…切紛紛院予・免除縦波 (20年常災)の滋沼会喰げられます。

四

交す及交を長邑用機使ネのょι基ゑ夕
、、州.. 下
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日麗

車し込みは児護保育課へ

1991. 一一、=((). a 第813登

円
成
人
出
情
}

聴
診
一
巧
ザ
ハ
山
一
は

お
済
み
で
す
か

*
i
i
i
 

今
作
に
な
っ
て

1
成
も
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
け
一
日
バ
中
小
で
山

内
会
品
以
療
機
関
で
災
地
し
て
い

ぷ
す
の
で
、
政
談
会
総
し
て
く
だ

さ
い
。
代
用
は
然
科
で
す
が
、
保
険

一
品
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

。
成
人
病
鑓
診

V
対
象
市
内
的
成
以
上
の
カ

V
内
容
血
服
測
定
、
成
検
授
、
山
仙

波
殺
強

※
必
裂
は
応
じ
て
心
電
盟
、
液
成
、

出
品
糖
検
査
も
実
施
し
ゅ
ぷ
す
。

。
子
宮
が
ん
検
診

V
対
象
市
内
初
級
以
上
の
方

。
制
怖
が
ん
椴
諮

fmで
は
、
学
技
報
湾
法
立
譲
づ
く
犠
等
学
授
、
大
学
ま

だ
は
高
等
専
門
学
棋
は
桂
学
す
る
方
で
、
経
済
的
理
由
記

よ
っ
て
鍔
学
困
難
な
方
に
対
し
、
無
利
子
で
鵠
学
捜
の
貸

し
位
ぜ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
定
さ
い
。

V
対
象
修
学
資
金
の
貸
し
付
け

を
受
け
る
こ
と
め
で
診
る
方
は
、

次
め
存
サ
に
該
当
す
る
学
生
で
す
。

小
山
台
し
付
け
を
受
け
る
日
の

1
杯

前
か
ら
引
き
続
き
木
市
に
住
所
が

あ
り
、
住
民
基
本
会
校
法
の
規
定

に
よ
り
本
市
に
記
銭
さ
れ
て
い
る

ンV
対
象
市
内
部
歳
以
上
の
万

※
料
密
検
査
が
必
強
な
場
合
は
一

郎
自
己
負
担

中
小

胸
部

X
線
検
殺
は
、
腕
の
い
ろ

い
ろ
な
病
気
を
早
期
心
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
社
郊
で
検

資
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

下
棋
の

g
濯
で
胸
部

X
線
検
椛
を

築
地
し
ま
す
。
ぜ
ひ
受
給
し
て
く

だ
さ
い
。
社
会
諜
険
本
人
以
外
で

端
初
灯
年
4
月

1
臼
以
前
生
ま
れ

め
万
円
い
は
受
絵
摂
理
券
(
受
診
中
川

口u
必
ず
持
参
)
を
滋
付
し
ま
す
の

ま
た
、
当
日
は
郡
山
壊
し
て
い
る

日
歳
以
上
の
方
会
守
λ
に
、
た
ん

方。

通
学
期
間
撚
ま
た
川
同
会

的
批
判
例
の
た
め
学
生
寮
等
に
入
寮
も

し
く
は
下
宿
等
心
入
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
市
め
住
民
基
本
台
帳
日

記
録
さ
れ
な
い
ガ
は
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
住
民
基
本
会
械
は
妃
鈍

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
ま
す
。

∞
総
康
で
縦
続
し
て
修
学
問
見
込
み

山
山
修
学
資
金
め
概
保
が
密
難
な
方
。

V
貸
付
金
額
申
高
等
学
校
ま
た

は
高
等
一
山
中
門
学
校
に
荘
学
す
る
ガ

.・・月額
1
万
間
以
内

本
大
学
に
在
学
す
る
方
:
月
翻

2
万
円
込
山
門

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

れ
一
川
刊
行
諜
児
史
家
経
M
m
岱

1
1
1内
鰍
3
4
7

崎

h
}
問
い
合
わ
せ

怨
(
幻

)
1
1
3
1

マ結綾健麗診器毘寝苦受

第
叩
回
産
業
ま
つ
り

素
人
の
ど
自
慢
大
会

監理長!~華護霊

V
悶
時
訪
問

Amg~

(
臼
)
午
前
日
時
か
ら

※
一
約
一
六
の
場
合
計
銭

V
場
所
湖
北
合
中

心
八
公
闘

V
応
募
資
格
市
内

在
住
・
夜
髄
・
在
学
者

(
小
学
生
以
上
)

※
ブ
ロ
の
方
は
ご
遠

惑
く
だ
さ
い
。

V
定
員
先
端
別
名
(
カ
ラ
オ

ケ
テ
!
ブ
持
参
)

V
袈
彩
縦
線
、
数
優
勝
、
市
授

賞
、
議
長
致
、
教
符
後
立
地

V
ゲ

ス

ト

歌

手

市

川

ひ

ろ

み
、
一
一
一
議
と
お
る

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

9
月
初
門
悶
(
丹
、
必
靖
)
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
に
的
問
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
屯
話
番
号
令
明
記

し
、
湖
北
会
ー
の
口
産
業
ま
つ

り
実
行
委
長
会
の
ど
自
慢
大
会

m
m
〈
あ
っ
ぷ
る
レ
コ

i
ド
部
内
)

井
出
仕
{
的
引
〉

1
7
8
0
へ

ご
事

U
一
で
す
が

一
…
自
白
宮
司
也
サ
日
喧
ス
高間
齢い 1

者合

l福ZJ全止せ|
(課

IFI 
ノしs

寝

り

老

人

短

惑

報

譲

事

業

常
的
ま
た
は
一
部
介
視
そ
必
袈

と
す
る
山
た
冬
り
老
人
や
痴
ほ
、
っ

性
老
人
を
九
八
品
制
し
て
い
る
人
が
、

病
引
や
話
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
、
え

な
い
剤
一
山
で
…
時
的
に
介
護
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
、
陥
没
心
深
浅

;

:

;

j

d

l

i

-

-

r
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議;j佐市小q:校
見〈我手議ず':.:II;~王手f渋

NTTJIt;J'え孫子役宅絞車場

91126日徐行保全H ンター(2が

I rlH芝公鈴
殺事菜子ml!号ノj、や校

16丹1訂以)i功jf主;支所(2f;) 

!01] 2 111本)Iつくし型的効お(2創

出 I3 11 (本) 1'1'央公災訟はお)

!日月4tl(鉛 i似似勺ンター(2が

1011 9 11 (ぶ iえが総Lセンタ…

ja務?本子fS手n'iit守二iiij)

小島ド下I'tiptiii(午後)

主事

め
検
控
(
川
仰
が
ん
椴
指
〉
も
築
地
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
受

付
に
申
し
出
で
く
だ
訓
ぜ
い
。

V
受
付
時
間
午
前

9
時
部
分
i

口
肉
付
加
分
、
午
後

l
時

i
3時

V
治
意
*
杭
鵡
は
ボ
タ
ン
顕
の

な
い
も
の
を
一
前
舟
し
、
ネ
ッ
ク
レ

ス
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
等
は
避
け
て
く

ぃ
。
*
上
叫
刑
法
す
ぐ
脱
げ
る

も
め
そ
治
部
し
て
く
だ
さ
い
c

ゆ
申

受
訟
の
際
は
受
一
蹴
般
戦
券
を
切
り

離
し
、
滋
部
品
叶
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
*
各
会
場
と
も
一
平
で
の

来
場
は
ご
遠
惑
く
だ
ぢ
い
。

a
V
受
け
ら
れ
な
い
方
*
妓
城
中

ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
。
申
職
場
、
学
校
で

d

た
ガ
ま
た
は
受
け
p
つ
工
る
方
。

し
、
お
サ
…
一
新
す
る
制
変
で
す
。

V
施
設
・
費
用
*
常
時
介
磁
を

必
要
:
久
山
地
兆
(
口
同
党
)
、
和
楽
嬬

(
中
峠
)
・

-
U
1
8
0
0
丹

率
一
部
介
護
を
必
要
:
ひ
か
り
隣

保
館
(
柏
市
γ
-
m
1
4
0
0
丹

V
期
間

7
日
間
以
内
〈
朕
則
)

V
事
諮
方
法
制
判
明
川
希
望
者
は
取

締
舎
に
必
謀
本
談
合
明
記
し
、
誇

M
m川
A
M

〈
所
定
線
式
)
を
添
付
し
て
出

齢
者
相
校
総
へ

在

宅

老

人

デ

イ

・

サ

ー

ビ

ス

事

業

身
体
に
姉
山
伐
を
持
つ
お
年
寄
り

ゃ
体
が
丈
夫
で
な
い
お
年
お
り
な

ど
を
対
象
に
、
生
活
指
導
や
日
常

生
活
郡
山
料
、
州
附
州
制
チ
ェ
ッ
ク
等
の

都
議
の
ほ
か
、
入
撚
サ
ー
ビ
ス
、
給

食品ソ

i
ピ
ス
も
従
供
。
な
お
、
山
T
m
L

パ
ス
(
リ
フ
ト
付
)
等
で
活
巡
し
ま

す
が
、
以
出
と
し
て
送
溜
時
に
は

介
瀧
者
が
ヌ
ち
あ
っ
て
く
だ
さ

い
。
持

Mmは
1
8
8
0
0内
で
す
o

v利
用

日

数

退

1
臼
1
2
お

V
申
し
込
み
務
齢
者
裕
社
諜

い
ろ
い
ろ
あ
り
読
す

高
齢
者
樽
祉
サ
ー
ビ
ス

市
や
社
会
橋
被
協
議
会
で
は
、

、
ど
お
り
い
ろ
い

サ
ー
ピ
ス
念
行
っ
て
い
ま
す
り
ぜ

ひ
、
ご
利
川
く
だ
ぢ
い
。

*
 

文
杷
連
盟
諸
一
躍
生

子
へ

V
問
い
合
わ
せ
役
滋
:
・
向
岱

(
M
M
〉
3
9
4
5、
生
花
・
:
折
蹴
鳩
山
叫

(お
)
7
8
0
2

a 

文
化
逮
盟
郡
山
明
生
を
お
殺
の
と

お
り
追
加
都
築
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

V
ゆ
し
込
み
技
筏
ハ
グ
々
に
住

所
、
氏
名
〈
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電

結
晶
俳
号
、
諮
問
四
名
、
受
講
帆
沼
山
川
、
問
地

臼
を
開
明
記
し
、

9
月
初
日
{
火
〉
ま

で
に
湖
北
替
瀦
は
東
松
孫
子
ー
の

認
め
日
向
敏
子
へ
、
布
飽
・
滋
北
生

花
は
湖
北
山
口
ー
の
日
の
ぬ
折
腰
掛

望号

蓄量

湖
北
地
区

公

民

鈴

京
帯
地
銀
行

お
仲
間
文
庖

湖
北
仙
川
町
ぬ

公

民

館

事集 会 明 対 象、 4聖 署葬 事提 内 毒事
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芭人クラブ告書要事 60級以上グ)j;1三むた50人以上の会Hを訂する lクラブ年額 2，万i号、 l名につき年新1000内を

;助成金交付 クラブ ク

護とき~老人見舞品支給 65歳以仰との，ねたきり':IE;人

総鈴50.!雪年i!í:悲i~軽~ 50関!f:をiffiえられたど夫婦

l 敬老筏ti1t定金金 総長義以上で以内総uγfi・

ねたきりJ<.は銭皮 65::主以上で日か }J 以上ねた与り、x.i主 'fU史的 j~i

空母5長慾古義人主主3患者 ;長f主状が8かfl以上持者続している老人を介i}唖 刀ml1，2501'Jをチト泌二1';に支給。
|介授与N器 している11

ひとり害事らし君主人 65災以J".のひと可符らしの人で、身11;:.1:浅利ー
絞殺、通費H機~~を rt'j. し、 f~t};f;' 老人可りの ~~I，約?宰に

当事緊忽通報シスヂ 会'1 主:~!J:. などにより 11'治生活を吹かうえで常
i ム妻罫1ft(H与} 自寺tJ::fr.を泌する人

際し、速やかな救助治d')Jを行う a

;1!:人医療のf守主義務
-入院に11'う付金主-G'，;I壁約と送人低金棋にJまけるf、J'

恋人f!R健i去による記長療受鈴者 i岳会議科的支給総数総とのJ芯官民を…持1)V)j[主(I
霊童料の助成

1:l2，君001'))

V市で符っているサーピス

紙

庭

名

銘
打
バ
第

l
-
3
+品
開
制
門
口
め

ん
ヤ
品
約
閉
山
時
吋
か
ら
亙
午

ー下
i
i
i
l
l
j
i
l
l

心
冷
バ
第

1
・
3
同
月
刊
附
日
め

午
後
1
時
吋
か
ら

3
時吋

お
叩
川
第

1
・

3
火
限
認
の

午
後
l
昨
吋
か
ら

3
持

湖
北
常
灯
滋

お
ル
机
均
一
花

川
山
川
レ

hML乞

'vu

引
N
P
A

・4
2
3
4

燥
で
は
、
看
護
婦
等
の
確

保
を
困
る
た
め
来
続
業
者
瀦

婚
の
再
就
業
保
進
に
必
袈
な

み
ノ

1
ス
パ
ン
ク
事
裁
を
行
っ

て
い
ま
す
。
務
総
総
等
の
免

許
が
あ
っ
て
、
今
す
ぐ
ま
た

は

1
年
以
内
に
競
業
し
だ
い

ナースパンク
者

方
は
ぜ
ひ
受
鈍
し
て
く
だ
さ

仁
Vwv

ナ
i
ス
パ
ン
ク
開
設
日

毎
週
水
・
金
総
口
M

〈
午
前
n
u
持

か
ら
午
後
4
時
)

V
開
設
場
所
柏
保
留
所
程

A
a
A
T
4
n
N
U
 

/ーV社会搭祉協織金て事狩っているサービス

おな以上で6か月以 1:後たきつめ人
fド4!iil紙オムツを支給の(1 !縫につき100枚}

*i芝生空mめ.11;必が必1~旬。

花粉者王立び立u支身体[lIi:'，存者{児}と惑か))J以Jニ1sa十をJ<iJーにし、かつ決j践し寸

宅でそのお接合"fihえU'il1~:~Hj"(Y!.l均等汗j決祭主事をJy)改築するえ詩そ?の交付手法。

*i主主治するお粉浜i立65歳以上位

*貸付限1史官百l立、 lf宇治丈:') 1. 100，0001可{特例1，800，∞Qrq)
*年初3パ…-t:ント(叙す(J滋11号あり}

1 *f芝生委nをi語とてtJI，問。

l その他、後たき号め人などを対象iこ、文学長~~い紋付-:ít ，~主主主主主けあい務会給付合得、!主演も行ゥていますe
r.i可い合わせば 全士会主事後絡ま高会 合(お)153き

寝たきり恋人m喜志

おむつめ給付

総勝者及び2設立t~若
手本隊E害者後援t警告文

:築資金の1射す
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市民生活課・我孫子警察署

一、=
「
言
葉
で
ほ
滋
犠
で
き
な
い
く

ら
い
、
つ
れ
し
か
っ
た
」
と
持
ち
に

待
ゆ
だ
甲
子
顕
出
場
が
決
ま
ゥ
た

瞬
間
の
心
境
を
説
諮
る
鈴
水
殺
さ
ん
。

こ
の
瓦
、
我
総
子
高
校
野
球
部

は
、
甲
子
闘
明
、
勝
つ
よ
り
も
臨
し

い
と
い
わ
れ
る
千
葉
県
大
会
会
同

年
ぶ
り
に
制
覇
。

甲
子
鴎
で
の
鴻
闘
は
、
市
民
に

大
気
切
な
感
動
と
忍
ぴ
を
与
え
て
く

れ
た
。議

大
会
優
勝
後
部
盛
に
、
我
孫

子
高
校
?
?
A
A
や
野
球
部
後
設
会
、

臨
工
会
、
市
な
ど
の
関
係
者
が
鈍

ま
り
「
同
校
野
球
部
の
甲
子
鴎
車

場
を
側
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

よ
う
」
と
A

君
臨
高
校
野
球
選
手
権

大
会
出
場
我
孫
子
高
校
議
機
会
議

H
F
父令

月

土

士広
?事盟
諸 I~

京1
ス官、、
タ h

9
月
れ
門
口
か
ら
お
日
ま
で
の
初

日
間
、
秋
の
全
医
交
通
安
全
出
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
留
め
運
動
は
、
次
め

3
点
を

返
点
ど
し
た
交
通
事
政
防
止
が
回

識
は
な
っ
て
い
ま
す
。

山
読
者
に
よ
る
娘
一
山
凶
器
松
の
ぬ
広

∞シ
i
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
正
し
い
部
府
の
徹
成

出
迎
法
駐
卒
の
締
め
出
し

こ
の
機
会
に
、
交
通
ル

l
ル
や

交
通
?
ナ
ー
を
も
う
一
皮
比
一
札
!
日

連

動

怒

問

中

の

初

日

に

は
、
歌
手
の
対
鳩
山
ゆ
子
さ
ん
を
一

日
後
線
総
長
に
迎
え
、
湖
北
ム
向
次

小
・
間
小
の
鼓
笛
総
や
一
一
mm円
以
将

校
の
一
吹
奏
楽
部
、
路
線
~
青
山
誠
隊
な

ど
が
参
加
し
て
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド

が

行

わ

れ

ま

す

。

一

ぜ

安ひ
ご
蛇
く
だ
さ
い
。

パ
レ
ー
ド
は
午
後
2
時
比
湖
北

台
東
小
そ
出
発
し
、
途
中
の
湖
北

ム
日
中
央
公
判
別
で
は
、

2
肉
付
部
分
か

ら
交
通
安
全
総
決
起
大
会
や
梓
議

会
を
1
時
山
間
一
行
っ
た
後
、
撚
北
ム
口

語
小
へ
と
…
内
び
一
行
進
し
ま
す
ω

点一一

段
、
パ
レ
ー
ド
付
近
を
通
行
内
際

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
中
ぶ
す
の

※
な
お
、
弱
死
め
場
合
は
午
後
2

時
か
ら
湖
兆
台
東
小
体
育
館
で
決

起
大
会
と
す
栄
会
を
行
い
設
す
。

一
交
通
特
制
約
講
習

一
会
の
お
知
ら
せ

V
日
時

9
月
お
口
M

{

祝
)
午
後
1

時
受
付
、
ー
向
付
加
分
関
節

V
機
所
市
民
会
館

V
対
象
受
講
白
か
ら
1
年
以
内

に
免
許
証
を
更
新
さ
札
る
方
及
び

露軍醤

戸行議
m
M
A
A
叫
が
結
成
さ
れ
た

Q

閉
山
絞
り
抗
期
生
の
長
お
が
野
城
郡

O
B
と
り
つ
こ
と
で
、
野
球
部
O

B
父
兄
会
の
会
長
を
今
年
の

7
月

ま
で
務
め
、

P
T
A
副
会
長
や
後

機
会
副
会
長
も
経
数
。
か
枚
、
野
球

部
と
め
関
係
が
澱
く
、
委
貝
長
は

鈴
木
さ
ん
し
か
い
な
い

え
の
仲
間
か
ら
指
名
怒
れ
た
。

実
行
諜
民
会
は
、
後
援
資
の
募

金
や
搭
説
体
制
づ
く
り
な
ど
、
間
四

期
間
で
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
「
従
行

地
官
民
は
じ
め
自
治
会
、
磁
工
会
、
市

な
ど
関
m
w殺
の
方
々
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
ご
鴇
カ
令
い
た
だ

い
た
結
田
市
、
子
慰
安
上
関
る
後
扱

第73題全国高校野球選手権

大会出場我務、子議校議援会

実行委員長を務める

鈴木 童委ん
{並木) 我

孫
子
交
通
安
全
協
会
員
の
方

V
持
移
鴻
転
免
許
証
、
交
通

念
協
会
民
証

※
こ
の
特
別
部
制
閥
会
合
受
け
た
方

V交通安全広報パレードコ…ス

実
描

は
、
巡
絃
免
許
証
の
更
新
子
続
糸
川

が
我
都
子
帆
胃
袋
署
で
出
米
蕊
す
。

V
問
い
合
わ
せ
執
都
子
交
通
安

全
協
会
岱

8
1
4
1

畏
講
生
募
集

英
語
マ
遊
ぼ
う

歌
や
ゲ

i
ム
を
し
な
が
ら

英
語
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
o

v日
時

間

月

6
a
(呂)、

日
日
{
臼
)
午
前
日
時
か
ら
日

向
付
加
分
(
参
加
資
5
0
0内
)

V
場
所
中
央
公
民
館

V
対
象
市
内
在
住
め
小
学

校
5
e
6
年
生

V
定
員
会
問
目
指
制

V
髄

臨

鼠

李

氏

(

我

孫

子
市
悶
際
理
解
交
流
協
会
)

V
殺
し
込
み
往
後
ハ
グ
キ

に
講
一
校
名
、
保
所
、
氏
名
、
性

別
、
学
年
、
希
望
日

(
l
a
の

み
て
電
話
番
号
を
明
慨
し
て

9
月
初
臼
〈
念
、
消
印
有
効
)

ま
で
に
、
我
誠
子
新
沼
討
中

山
穴
公
民
館
へ

V
問
問
い
合
わ
せ

(
川
町

)
6
3
S
1

我
孫
子
市
は
じ
め
3
市
1
町
で

設
け
て
い
る
米
刻
中
部
地
里
総
合

間
潟
明
務
総
合
で
は
、
平
成
品
年

4
月
1
日
採
用
予
誌
の
制
抑
制
時
弱

者
一
史
生
崎
投
み
ど
り
綴
に
勤
務
す

る
職
員
会
次
の
と
お
り
募
集
し
蕊

V
畳
付
期
間

Q
V
悶バ
M
日
か
ら
日

月
四
日
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
納
付
〈
土
略
目
は
正
午
ま
で
、
た

1~詰

V採用車違護・受験資搭

;滋
:一意宣行政戦

(本務職)

交i'

V

試

験

申

込

容

は

事

務
組
合
事
務
所
〈
総
市
役
所
内
)
で

怒
布
。
滑
川
脱
者
は
申
込
容
に
顔
等

兵
2
枚
を
貼
付
し
、
最
終
学
脱
税

の
卒
業
(
見
込
)
説
明
帯
及
び
成
制

紅
明
吉
、
受
験
資
格
に
関
す
る
資

格
証
明
治
を
議
付
し
て
、
事
務
総

合
事
務
所
へ
本
人
が
直
披
持
参
。

V
試
験
日
四
月
日
“
お
〈
臼
)

V
間
同
い
会
わ
せ
来
判
崎
市
ザ
部
地
区

総
合
問
問
発
事
務
組
合
(
粕
市
粉
お

の
叩
の

1
、
結
市
役
所
内
〉
岱
(
斜
)

議箇
八
月
に
入
る
と
、
あ
ち

で
、
イ
ヌ
キ
ク
イ
モ
が
ヒ

ザ
ウ
り
の
よ
う
な
紫
色
い
花
を
つ

け
て
人
民
を
引
い
て
い
た
。

こ
の
イ
ヌ
キ
ク
イ
モ
に
よ
く
似

た
も
の
に
キ
ク
イ
モ
が
あ
る
。
キ

ク
イ
モ
は
地
下
記
議
議
と
川
町
ば
れ

る
サ
ト
イ
モ
は
似
た
い
も
を
つ
く

る。
キ
ク
イ
モ
の
い
も
は
食
沼
と
な

り
、
ま
た
、
イ
ヌ
リ
ン
と
い
う
多
糖

類
を
多
く
合
む
の
で
、

m
市
糖
や
ア

だ
し
、
臼
叫
問
、

第

2
・
4

で!
Jえ!

日 い ずかま議 ':l!l ~弘 i 
f:Iてま。らし只:1j<' /'ム曹 i 

つ;廃てナ 満よ 16 2 し中はた 感た会終 罷
け1E足く。賠「ナ鳴門「、 護対。のせ 菌、 : 

主覇宮崎す撃品if託委 日す主主 Jム ; 
警F金 fU?を品工鍾課 長会品 i I踊 ; 
カと自 たはて叱るに中 i以 す応澗ど JIL 'u'" 
強尽の よヨドベ校。ごで支 」援に、 主冷静 ; 
くそ子出 」 滋 ス 道 支 報あに とに遂事足 首(
語路場 とにトが 借りつ 稲心み行 喝、櫛 j 
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混ゐ 1 ， 受絞;資格、に|糊数

火号在宅詳滋卒業m.sみ)で紹手話

40キ4fl2日以後iニ生まれた

おe

昭和36~4 月 2 Bから総和49
年 4月 1B主主まれのおJてw火

学、短大本(J!込み)で社会総
数、心、王護学、教育学、社会学の

学殺を専攻した様、専修当主主主

若手{見込み)で、主士会綴後に凶 1双子有名

する学科を専攻した有哲人向卒!

以上で 2 王手以上紛争ド日~~~:'/雪の

福祉に総ナる卒業に従異存した;

者又;主総卒中簿弱者il!主主主義没後 i
Z藍に!認し然主主総量生のみる翁診 1 

3詰卒(見込み}以上で昭和40王手|
l 還まこ子名

4月2B以後にさ主まれた者。

罰百手D31王手4fl2おから昭和491
王手4fl 1日生まれの議ぎで学歴， ，智子名|

法問わない。

5
2
5
1
 

I ~主治拐さ事長

」

イ~卒。イ哩
科〉(議

球千葉票大会第21間関東主

ル
コ

l
ル
玲
酪
の
原
料
と
な

り
、
印
紙
ん
に
栽
培
さ
れ
た
時
期

が
あ
っ
た
。

い
う
名
は
キ
ク
の

よ
う
な
花
が
咲
き
、
地
下
は
い

し
が
で
さ
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら

れ
た
。こ

れ
は
対
し
て
「
犬
議
苧
」

は
、
い
ち
が
で
き
な
い
か
、
ま
た

は
で
き
て
も
小
谷
く
、
役
に
立

た
な
い
こ
と
か
ら
、
〔
犬
」
の
名

を
も
ら
っ
て
い
る
。

イ
ヌ
キ
ク
イ
モ
の
誌
は
七
月

頃
か
ら
咲
き
始
め
、
キ
ク
イ
モ

の
花
は
九
月
鳴
か
ら
咲
き
始
め

る
の
で
問
者
の
底
部
が
つ
く
α

器
産
地
は
悶
万
と
も
北
米
で

あ
る
。

佐
久
間
俊
行
〉

我
孫
子
問
校
野
球
部
内
活
濯
で

え
た
こ
の
変
。
も
う
1
つ
の
ド

ラ
?
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
、
五
役
は
、
湖
北
や
め
摺
井

一
出
先
生
を
滋
棋
は
じ
、
士
市
内
の
中

学
校
か
ら
選
ル
抗
さ
れ
た
生
徒
で
総

成
さ
れ
た
軟
式
野
球
イ
ナ

i
ム
「
我

孫
子
ク
ラ
ブ
い

は
フ
ロ
ッ

会
合
服
識
に
務
ち
あ
が
り
、

Q
U

月

3
・4
日
の
部
門
問
、
県
野
球
場
で
路

鑑
さ
れ
た
鍛
れ
鶴
間
拘
束
少
年
〈
2

部
)
軟
式
野
球
県
大
会
に
初
町
場
。

大
会
で
は
チ
ー
ム
ウ

i
ク
の
良
さ

で
見
率
緩
勝
し
、
関
東
大
会
に
駒

関
来
大
会
は
、
0
0
悶
バ
位
・
幻

自
の
両
旬
、
叫
仰
向
制
川
川
県
器
野

市
マ
符
わ
れ
我
孫
子
ク
ラ
ブ

e

A

V

ん
ら

は
、
群
馬
県
代
表
の
討
議
第

1
・
中
学
校
と
対
戦
し
ま
し
た

が
、
器
戦
む
な
し
く
1
対
5

と
1
間
戦
で
敗
退
。

し
か
し
、

3
年
金
一
は
「
米
年

は
必
ず
後
鍛
が
関
東
を
続
報

し
て
く
れ
ま
す
」
と
き
わ
や

か
な
器
官
で
話
し
て
い
中
和
し

た。
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毒器潟えじ支所 88-2守11 署警都市改i祭事務所部-1171
曜静布佐支所 89-2358 ~身体際答者橿役センター 88-0141
e叙育委策会 85-1151 塁審あらさ襲撃 88-4188
③水道局 84-01竹 毒事つつじ校 88-0123
宅診湾 初 零 84-01得 金塾生活環凌隷〈浄化怨)87-2379
毒事少年センター 84-1900 (ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
@保健セシタ-87-刊31 境警布佐南近隣センター関-3740
警器市民会態 84-33竹 重奉天王台北近隣センター 82-9988

! . 中央公民競 82-05旬 務猿戸近淡センター 83-5363
@燃の 1等物 館 85-2212 ゅ市民センター鍔83-7722 滋北

| 修 市民然涛舘 87ー竹55 台関-9927 剤使89-1193
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日

aaaEa 
|第胞農家スポーツ大会;
診巴誇 10用情由〈土〉午前8時15

分から午後4時〈雨天決怒〉

"..場所部長体湾鵡

》対象 Ff.ir;与の怨霊友の方

惨1$1レ込み・問い合わせ名腿家

組合単{立〈参加替が少ない総合!ま

偲の紹合とさき{認可〉はよりをお込惑

を結合授が取りまとめ 9月21臼

〈土〉までに鍵政課ヘ

|服務謹デートポーjレ大会;
》日持・場所切符306C氷〉午前

8鰭30分、市ゲートilて…jレ緩くっつ

U荘憐り〉、参130無料

b参加量殺裕 市内在使者 Tチ…

ム 7お〈監醤含む〉

"..取し込み・問い合わせ八万キ

ヱチ…ム名、代表者の氏名、住汚号、

怒話番号を明記し、 9月初日まで

に寿 1O13の27我孫子治議工会合

〈82)3131ヘ

i 1¥レーiI¥-Jlノ市民大会i
炉簸E3 10用 6臼〈日)p了ム〈市

内IIJ¥・中学模〉、呂田〈臼〉家庭婦人

告人倍U(市内在住〉、 27臼〈臼〉一般

男女6人制〈市内主主佳、在勤、在

学〉、診器費守チーム3000持

》場所 F吉良惨湾舘

併を告し込み・鴨い合わせ 八万キ

i之さヂーム名、代表者民名、住所、毎

話番号老若00詑し、 PTA、家庭主義人

Iel:: 9月258さまでiこ幾14の4梅沢法

主震予まま(84)75叩へ、一般男女!則。

時168e安でiこ天三五台5の 5の?の

j03中箆藍綴霊登(84)7263へ

ひまわり曇叩周年
記窓好 事・築設祭典|

炉問穣竹舟 38(悶〉

炉会場東京ベイNKホール

炉参加費大人2500湾、学生2200

向、小学生切∞円

ル申し込みハガキで9月308ま

でに=r270-01流出市下花鏑409C東

葛務焼内〉ひまわりをきを走らせる

「さきI<:!J実行委員会事務愚へ

炉問い合わせ 奥村合0473伐の

9489C午 前10時から午後9時〉

[市民柔道大会[
砂期日 91'ヨ29日〈自〉

b場所 市民体警警謹

が診1JD重要 大人300丹、中学生以下

100丹

炉申し込み・題い合わせハガキ

!こ住所、氏名、学年、殺告を明記し、

91'警部巴〈火、 t勤務〉までに中陳

T304盤野栄ままの8)1971へ

|我孫子将損大会|
砂百鍔 9月22日(自〉、 29Bく日〉

午前10時、会重要1500円〈昼食住〉

"..議所金子議祭場(m役所近く〉

か鰐い合わせ 金子宝まく82)3394

第16臨社即売バザーl
""8符 Q用298C器〉午前10時

b護霊湾奇 湾市民センター〈鶴工会

館内〉

炉問い合わせ社会福祉協綴会

ままく84)1539

県 立 設 摂 子 護差額学校
pγA バザー令.模擬 j苫

絵日時 10用句8C土〉午前10時30

分から午後f時30分

画砂場所・鱈い合わせ新;:;J¥:16部 県

立我孫子懇護学技まま(87)0831

※パザー!と出おしてくださ5る方は

前巴さまでは題視ヘ漆絡ください0

3 
[文庫入門講窓生l
'テーマ 「本のある遊び場」一文

皇室一子供えさちと文選援活動してみをと

せんか/

砂日程 9f弓27自〈金〉、句F.l17B

(;:;J¥:)、竹男科目〈木〉午前叩鰐から

正午〈定員50名程愛〉

炉場所 市民会館第2・3会議室議

〈子供述れを言、保喬の準鰐おり〉

""E殺し込み・問い合わせ社会指

祉協議会合(84)1539へ

|野村主jま薮書館強会参no者i

""8持・議所 9月208くまを〉、叩月

25日〈主役〉、竹月13日〈氷〉午蔀治時

から午後3時、市民会館で

炉鱈い合わせ 山田まま(82)5663

瀦 (C). 一、=
l動く物価毅室参加者|
炉実ilE3 10用17日く木〉

"..主義合援所・誇悶 策潜鏑合轄庁

舎〈柏戸市〉午前 9碍45分

"..見学場所キッコーマンく株J野

田工袋、ニッカウ江スキーく株〉椙

工場〈参加然斜、多数の場合織選〉

が対象恰綴以上の県内在住者

""1$1し込みー問い合わせ往復ハ

ガキけ校;こ 2名言質で)1こ住所、氏

名、年齢、電話番号、実施日、鈴題

懇毅の宵熊毛安明記し、 10用 4巴

〈金、必議〉室長でlこ〒おかれ二子築中

央郵便局私怒穏40号線庁県民生活

課企画首尊重姿係まま0472(23)2299へ

l在宅播社サー:ピ久|
まとか協力愈箆

徳社|こ患やりのある方、ご診加を

砂内容 軽度の介翠と家警察

"..研修保健センターで吃詩笥位

炉問い合わせ中丸，fi(87)2346

市議会定例会日韓

平 成3年第3田市議会定窃

会は、 9時 38(火)[こ開会さ

れきましだ。

話時168以降の臼程iま深の

とおりです。

@9月17悶〈火〉 予努欝資特

15U委祭会

@9間協自〈水〉かをう20日〈金〉

決綴警察資特忠釜箆会

。急時24臼〈火〉 我孫子訳策

構線務熔問題対策特説委員会

@9月25E3(氷〉 委員長報務、

重言論、採決、艶会

診鱈い合わせ市議会謬務題

1991. 9. 16 (4) 

!会 'T えのり会|子英提持Lνミ穏錨1ザザJ一矢ク;ヲ7
'惨伽巴跨 信溺木盤日£午子後3詩3おO分

丈か)'54時3泊O分
シ対象 6議以下の子黙とその続

炉建絡先 吉林ままのの3855

qa団自
高工会時員採用環錦

炉麟滋経営指導箆12名、経営指

導策研修生〈務不名〉

砂受検翼裕 大卒者又i芯嘉義幾見込

脅で平或3まと4月 T日現在満35議

米満の者〈餅修生1;:主27綴米満〉

易給与縮工会給与観定による

炉建主務長室 我孫子市倍察内各地

砂試験E3 10河17日〈木〉

ル取し込み母問い合わせ綴謹書

〈写薬結{寸〉を10月 28く7Jく〉まで!こ
寿?の13の27我孫子市港工会合

〈82)3131ヘ

お険物取扱者試験|
快総額E3 12用 7臼〈日〉

b場所日本大学理工学部

'願書接受伺・簡し1合ねせ消防本

部、各分磐!こある麟欝jこ必饗警察演

を記入し、 10母f日〈火〉から毒自

〈金〉までに消訪本部予防諜まま(84)

0119ヘ

⑧⑧@⑧⑧ 
てフ葱部勝稽綴〈新木〉から中央公鴎

館iことワイヤレス戸ンブーまえの寄

贈がありましだ。

。市郎の方く震名〉から緑の援金iこ

とニ2万円の害容{せがありましだ。

。社会福社調設整備築会iこと板倉

決郎様のご遺族板禽キク様(E3出〉

から100J5問、つくし野みずき空会様

から守万丹、今村民之欝様く主主木〉

から5000丹む容出ガありまし定。

伊休日当喜善滋zテレホンサービス
w 休日教急齢械:8=1閉鱗鱗粉概5主路滋お純労世
智子住民図滋賀草体怨川、vつつじ2主休館、い杉弓グパL

lL 1*[:競艇市職鶴:∞から繍慨火 f 燥の線物鐙休m
1....つつじ定白木銭

活相霊空間ffi~完本g器提言霊旬:00-15:∞
物m休意書

9
月
額
灘 19木

区F年宣言沼E提言ffi1~相談祭10:0判5:∞
『最重燦相談mつつじ疲れ:00-12:∞

2Q]金1"糠相談宮市民相談愛知∞-15:00C予約制〉

21l土空雪「哨関ン刊吋3澗0

22舎lは:璃器5昆忌吉弘;福編私蛾蛾〉跡掠献トM問f竹叩1畑翁
!a"体怒さき香窓口7レ然、 コ

23@，ご議議態鵠体号明嘘密蹴

24火
，r法律栂絞口市民栂談窓9:∞から先達計号お媛居室
『市民悶3欝鎗体重室
<TJl警の襲撃物館休館

25
7
.K 1::泌総翻政Z 術開畿郵∞-15加
近く|伊フフjレコー}J.，家波紋鐙=天3:台湾変容認13:30-1即日

i arR誌の博物宣言然草書 官水道料金納入鰯控室認。怒虫護憲章包

26木1:人媛・行側鮫=市鵠間印刷悶
l.".~警の襲撃物館休館空

白

盛

家邸喜入車禁薮室参加者
争E3詩句悶 4日〈金〉、 s自〈水〉、

168(71<λ23自〈水〉、308(71<)午間

10時から在午〈参加鈴1000円〉

"..場所市民体湾鰭

険対象初JQ;晴、中級者

砂定員 40名〈多数の場合i芯怒選〉

診を殺し込み・問い合わせ ハガキ

{こ教室名、住所、氏名、年続、雲母諮

番号そ総詑し、 9悶25告(71く〉芸賞で

Iこ紋孫子匂84事実湾議員会体脅緩まま

く85)1151へ

|学霊保荷重指導員|
政課後の子ども主主おそを遊びゃ行

事等をとおして簿認してくれる方

惨渓絡先 大型クラブまま(84)ザ旬、

去さけのこクラブ公(87)247ふつ認

めクラブ合(84)5779、ひかりクラ

ブfi(88)7544Cいずれも午後〉

障盤!思o教育を害え
「こでまむ o余J 参加

炉内容障害児はとって怒畿の教

誇後緩める学習〈参加費然続〉

快臼時窃開第 T土眼的午後2時

砂場所 天王台北近鱗セシター

〈場罰が確保された議合!こ短る〉

炉問い合わせ谷線合く87)特64

lポランティ戸駅瓢講座生!
砂日詩叩月15日(火〉午留守G持50

分から午後ヰ詩、参加無料昼食ぽ

惨場所 東滋欝合持母愈〈松戸ヨ部〉

炉内容 ねだきさり名人介護教護

"..定策 100名〈姥滋111索〉

""Eわし込み・鶏い合わせ東蕊銭

安庁社会福祉諜怨0473(61)2114

i講寵盟主技術講習会受筆者!
排日時 9月26己〈木〉午前切符か

ら午後4時(受議料無料〉

砂務演森吉縫氏〈ランクテーラ

ーポアソン〈絞〉顧問Yユーザーか

らみだ三次元~U定数の特性J

診察所・問い合わせ 弓二葉県機械

金属試験場〈平葉市天台Sの切の

T 〉まま0472(52)2101

;てPマさんソフトポ…jレ
「 い る か ー すJ 部員

惨練習E3.滋所目週火・金程自午

前 9時30分から正午湖北台飲壌

炉問い合わせ E宮内霊堂(87)0187

炉芭跨 10J司27日〈自〉額媛午後5

時、開演5E1警部分

シ入場料 S鰐5000得、 A席4500

E号、 S席4000円〈全罵怒定〉

"..入滋券発売所 平襲安綴窓、ミリ

オン議機我孫子i思ブックススズ

キ、荒井議居、皆川懇光堂、あびと

サーとゴスセンター、レコードあっ

13明、ポピ一、市民会鰭内売おひろ

ガり、闘怒館主選北台量子百佐分盤、中

央公民壁、柏そごう、結慈鶴屋、取

手とうきゅう。

炉問い合わぜ 社会議費湾課

笠ま(85)1151


